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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
長
き
に
続
く
人
類
と
深
海
棲
艦
の
戦
い
は
和
平
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
し
て
数
年
が
た
っ
た
あ
る
日
、
あ
る
鎮
守
府
の
所
属
艦
娘
と
提
督
が
突
如
と
し
て
失
踪
し
て
し
ま

う
。

　
彼
等
は
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
果
た
し
て
、
無
事
彼
ら
は
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
（
地
球
）
に
戻
れ
る
の
か
!?

　　
こ
の
小
説
は
艦
こ
れ
と
４
ｃ
ｈ
発
祥
の
ネ
ッ
ト
ミ
ー
ム

「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
」
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
で
す
。



　
一
応
処
女
作
な
の
で
暖
か
い
目
で
見
て
頂
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
作
者
は
艦
こ
れ
は
ゲ
ー
ム
し
か
知
り
ま
せ
ん
。

　
口
調
が
お
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
大
目
に
見
て
下
さ
い
。

　
追
記
：
更
新
停
止
に
伴
い
フ
リ
ー
素
材
化
致
し
ま
す
。

　
見
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
ｍ
（
＿
　
＿
）
ｍ
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設
定
集

　設
定

永
山
　
大
和

　
年
齢
　
３
２
歳

　
誕
生
日
　
１
２
月
９
日

　
職
業
　
提
督
、
配
信
者
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
性
別
　
女
性

　
階
級
　
大
佐

　
練
度
　
１
７
５

　
今
作
の
主
人
公
で
元
男
。
２
２
歳
の
誕
生
日
に
明
石
の
よ
く
分
か
ら
ん
実
験
に
巻
き
込
ま
れ
艦
娘

に
な
っ
た
。
名
前
の
通
り
戦
艦
　
大
和
の
艤
装
が
使
え
、
そ
の
上
練
度
も
高
く
切
り
札
的
存
在
で
も
あ

る
。
尚
艤
装
は
現
代
化
改
修
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ル
ス
性
が
向
上
、
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
Ｃ
Ｉ

Ｗ
Ｓ
・
Ｓ
ｅ
ａ
Ｒ
Ａ
Ｍ
、
１
２
７
㎜
単
相
速
射
砲
が
舷
側
武
装
と
し
て
換
装
さ
れ
、
１
５
５
㎜
３
連
装

副
砲
は
１
５
５
㎜
連
装
速
射
砲
に
変
更
、
主
砲
の
５
１
㎝
砲
も
オ
ー
ト
ロ
ー
ダ
ー
に
よ
り
３
０
秒
で
装

填
が
可
能
に
な
っ
た
。
他
に
は
装
甲
材
を
複
合
装
甲
に
変
え
、
装
甲
配
置
を
全
区
間
防
御
に
し
て
艦
首
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と
艦
尾
に
１
セ
ル
辺
り
８
発
の
Ｖ
Ｌ
Ｓ
を
合
計
５
０
セ
ル
搭
載
、
機
関
の
換
装
に
よ
り
最
高
速
度
は
３

１
ｋ
ｔ
を
記
録
し
た
。

　
ち
な
み
に
嫁
艦
の
金
剛
と
は
２
０
歳
の
時
に
籍
を
入
れ
て
い
る
。

永
山
　
金
剛

　
年
齢
（
?
）　
３
０
歳

　
誕
生
日
　
１
１
月
３
日

　
職
業
　
特
殊
公
務
員
（
艦
娘
）、
配
信
者

　
性
別
　
女
性

　
階
級
　
中
佐

　
練
度
　
１
７
５

　
主
人
公
の
嫁
。
２
５
年
も
の
間
深
海
棲
艦
と
戦
い
続
け
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
。
籍
を
入
れ
た
た
め
永

山
姓
と
な
っ
た
。
本
人
は
実
質
的
な
ハ
ー
レ
ム
状
態
を
容
認
し
て
い
る
。
１
４
歳
の
時
に
妊
娠
し
、
艦

娘
も
人
で
あ
る
と
い
う
定
義
を
つ
く
っ
た
。

　
当
然
の
如
く
艤
装
は
現
代
化
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
大
和
や
千
秋
ほ
ど
派
手
な
改
装
は
さ
れ
て
い
な

い
。
あ
の
二
人
の
艤
装
が
お
か
し
い
だ
け
で
あ
る
。
最
高
速
度
は
３
５
ｋ
ｔ

千
秋
ち
あ
き

永
山
　

　
年
齢
　
１
６
歳
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誕
生
日
　
１
０
月
２
０
日

　
職
業
　
学
生
、
サ
イ
ト
編
集
者
、
特
殊
公
務
員
（
艦
娘
）

　
性
別
　
女
性

　
階
級
　
准
尉

　
練
度
　
５
７

　
主
人
公
の
娘
。
機
械
に
対
し
て
と
て
も
強
い
。
そ
の
力
量
に
は
明
石
も
思
わ
ず
フ
リ
ー
ズ
し
た
ほ

ど
。
サ
バ
イ
バ
ル
知
識
も
豊
富
で
超
極
限
環
境
下
に
で
も
放
り
出
さ
れ
な
い
限
り
大
抵
サ
バ
イ
バ
ル

ナ
イ
フ
１
本
で
最
低
１
ヶ
月
は
生
き
延
び
ら
れ
る
。

　
よ
く
北
上
や
初
雪
と
ゲ
ー
ム
等
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
。

　
艦
娘
と
し
て
の
艦
種
は
高
速
戦
艦
で
あ
り
、
最
高
速
度
は
４
５
ｋ
ｔ
。
武
装
は
装
填
時
間
１
０
秒
の

６
５
口
径
１
４
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
連
装
速
射
砲
４
基
８
門
、
７
５
口
径
１
２
７
㎜
単
相
速
射
砲
６
基
１
２
門
、

Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
４
基
、
Ｓ
ｅ
ａ
Ｒ
Ａ
Ｍ
４
基
、
試
作
型
対
空
レ
ー
ザ
ー
、
Ｖ
Ｌ
Ｓ
３
５
セ
ル
を
搭
載
。
全
区

画
防
御
の
新
型
複
合
装
甲
に
よ
り
対
２
６
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
防
御
を
獲
得
。
当
然
イ
ー
ジ
ス
も
載
せ
て
あ
る
。

　
そ
し
て
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
。

　　所
属
艦
娘
一
覧
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戦
艦

★
大
和
改
二
（
改
修
済
）

☆
金
剛
改
二
丙
（
改
修
済
）

☆
千
秋

　
武
蔵
改
二
（
改
修
済
）

　
長
門
改
二
（
改
修
済
）

　
陸
奥
改
二
（
改
修
済
）

　
比
叡
改
二
（
改
修
済
）

　
霧
島
改
二
（
改
修
済
）

　
榛
名
改
二
（
改
修
済
）

　
伊
勢
改
二
（
改
修
済
）

　
日
向
改
二
（
改
修
済
）

　
扶
桑
改
（
改
修
済
）

　
山
城
改
（
改
修
済
）

空
母

　
赤
城
改
二
戌
　（
装
甲
空
母
化
）　（
改
修
済
）

　
加
賀
改
二
護
（
装
甲
空
母
化
）（
改
修
済
）
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飛
龍
改
二
（
改
修
済
）

　
蒼
龍
改
二
（
改
修
済
）

　
翔
鶴
改
二
（
改
修
済
）

　
瑞
鶴
改
二
（
改
修
済
）

　
隼
鷹
改
二
（
改
修
済
）

　
飛
鷹
改
（
改
修
済
）

　
大
鳳
（
改
修
済
）

　
天
城
（
改
修
済
）

　
鈴
谷
改
二
航
（
改
修
済
）

巡
洋
艦
（
雷
巡
・
航
巡
含
む
）

　
最
上
改
二
（
改
修
済
）

　
三
隈
改
二
（
改
修
済
）

　
川
内
改
二
（
改
修
済
）

　
神
通
改
二
（
改
修
済
）

　
那
珂
改
二
（
改
修
済
）

　
阿
武
隈
改
二
（
改
修
済
）

　
球
磨
改
二
丁
（
改
修
済
）
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多
摩
改
二
（
改
修
済
）

　
北
上
改
二
（
改
修
済
）
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ア
イ
テ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
を
網
羅

　
大
井
改
二
（
改
修
済
）

　
木
曾
改
二
（
改
修
済
）

　
天
龍
改
二
（
改
修
済
）

　
龍
田
改
二
（
改
修
済
）

　
夕
張
改
（
改
修
済
）

　
大
淀
改
（
改
修
済
）

駆
逐
艦

　
島
風
改
（
改
修
済
）
最
高
速
度
６
８
ｋ
ｔ

　
雪
風
改
二
（
改
修
済
）

　
暁
改
二
（
改
修
済
）

　
В
е
р
н
ы
й
（
改
修
済
）

　
雷
改
（
改
修
済
）

　
電
改
（
改
修
済
）

　
吹
雪
改
二
（
改
修
済
）

　
綾
波
改
二
（
改
修
済
）

6



　
白
露
改
二
（
改
修
済
）

　
時
雨
改
二
（
改
修
済
）

　
夕
立
改
二
（
改
修
済
）

　
五
月
雨
改
（
改
修
済
）

　
山
風
改
二
丁
（
改
修
済
）

　
睦
月
改
二
（
改
修
済
）

　
卯
月
改
（
改
修
済
）

　
初
雪
改
（
改
修
済
）
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｌ
ｖ
・
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
を
網
羅

　
涼
風
改
（
改
修
済
）

　
秋
月
改
（
改
修
済
）

　
照
月
改
（
改
修
済
）

そ
の
他
艦
種

　
明
石
改
二
（
改
修
済
）

　
あ
き
つ
丸
（
改
修
済
）

　
速
吸
（
改
修
済
）

　
伊
４
０
１
（
改
修
済
）

　
伊
５
８
（
改
修
済
）
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伊
１
６
８
（
改
修
済
）

　
呂
５
０
０
（
改
修
済
）

世
界
観
に
つ
い
て

　
本
小
説
に
お
け
る
地
球
は
、
人
類
と
深
海
棲
艦
が
約
９
０
年
に
も
及
ぶ
戦
争
を
繰
り
広
げ
、
最
終
的

に
互
い
が
望
ん
だ
和
平
交
渉
に
よ
り
終
戦
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
実
よ
り
も
少
し
未
来
で
あ
る
。

　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
も
史
実
道
理
に
ネ
ッ
ト
ミ
ー
ム
と
し
て
誕
生
し
た
が
、「
本
物
の

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
」
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
世
界
線
で
あ
る
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　日
本
　
太
平
洋
側
　
某
所

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
大
和

「
ε
─
（
´
ω
｀
；
）
フ
ゥ
…
…
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
よ
…
」

　
私
の
名
前
は
永
山
　
大
和
。
こ
の
鎮
守
府
で
提
督
を
や
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
れ
で
も
元
男
だ
。

と
言
っ
て
も
も
う
何
年
も
前
の
こ
と
だ
け
ど
。

　
え
?
な
ん
で
こ
う
な
っ
た
か
っ
て
?
…
…
…
ま
あ
と
あ
る
マ
ッ
ド
の
実
験
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
だ

け
言
っ
て
お
く
わ
。

「
今
帰
っ
た
よ
ー
!
」

「
お
か
え
り
な
さ
い
、
千
秋
」

　
こ
の
子
は
千
秋
。
私
の
娘
よ
。

　
千
秋
の
年
齢
は
１
６
。
今
年
で
１
７
に
な
る
高
校
生
よ
。

　
私
は
今
年
で
３
３
歳
。
嫁
の
金
剛
は
今
年
で
３
１
に
な
る
わ
。

　
っ
て
、
誰
に
話
し
て
た
ん
だ
ろ
う
?
私
は
。

「
と
り
あ
え
ず
着
替
え
て
る
く
る
か
ら
待
っ
て
て
ね
!
」
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「
分
か
っ
て
る
わ
よ
?
」

「
何
で
疑
問
符
な
の
…
」

「
ま
あ
ま
あ
（
　
っ
´
∀
｀
　
）
っ
間
宮
パ
フ
ェ
後
で
あ
げ
る
か
ら
」

「
え
!?
ホ
ン
ト
!?
急
い
で
着
替
え
て
く
る
!
」

「（
˙
?
˙
　
）
ァ
ー
　
　
走
っ
て
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
…
」

　
ま
あ
取
り
敢
え
ず
は
食
堂
ｎ
ｉ
…
…
…

「
!?
（
初
代
ガ
ン
ダ
ム
で
ア
ム
ロ
が
感
じ
た
時
の
音
）」

　
嫌
な
予
感
が
…
…
…
!?

　
そ
こ
で
私
の
意
識
は
い
っ
た
ん
闇
に
落
ち
た
。

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
明
石

「
う
ー
ん
…
…
?
ど
う
す
れ
ば
テ
レ
ポ
ー
ト
装
置
が
完
成
す
る
ん
だ
…
」

「
明
石
。
頼
ま
れ
た
も
の
持
っ
て
き
た
よ
。
は
い
コ
レ
」

「
あ
り
が
と
夕
張
」

　
私
は
今
夕
張
と
一
緒
に
テ
レ
ポ
ー
ト
装
置
を
作
っ
て
る
の
だ
け
ど
も
…
…
…
見
て
の
通
り
上
手
く

い
っ
て
な
い
の
だ
。

「
コ
レ
を
…
こ
う
し
て
…
コ
コ
が
こ
う
で
…
…
…
ヨ
シ
、
パ
ッ
と
見
よ
く
な
っ
た
。」

「
じ
ゃ
あ
起
動
さ
せ
て
み
る
?
」
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「
そ
う
し
て
み
よ
う
か
…
上
手
く
い
っ
て
欲
し
い
の
だ
け
れ
ど
…
…
…
」

「
ま
あ
そ
こ
は
何
と
か
す
る
し
か
な
い
よ
ね
。」

「
や
っ
ぱ
そ
う
な
る
よ
ね
…
…
じ
ゃ
あ
夕
張
。
ち
ょ
っ
と
電
源
入
れ
て
く
れ
な
い
?
」

「
分
か
っ
た
!
」

　
そ
う
言
っ
て
夕
張
は
電
源
を
入
れ
に
行
っ
た
の
だ
が
…
…
…
こ
れ
が
全
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

「
よ
し
、
入
れ
る
よ
!
」

「
オ
ッ
ケ
ー
!
何
時
で
も
や
っ
ち
ゃ
っ
て
!
」

「
行
く
よ
!
３
…
２
…
１
…
０
!!!
」

　
そ
う
し
て
電
源
を
入
れ
た
の
だ
が
…
…
…

バ
チ
ッ
!
バ
チ
バ
チ
バ
チ
ッ
!

「「
!?!?!?
」」

「
ち
ょ
、
こ
れ
不
味
く
な
い
!?
」

「
夕
張
!
今
す
ぐ
電
源
切
っ
て
!!!
」

「
も
う
や
っ
て
る
!
で
も
受
け
付
け
な
い
の
!!!
」

「
嘘
で
し
ょ
!?
」

グ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
…
…
…
…

「
ヤ
バ
…
…
…
!
勝
手
に
動
き
だ
し
た
!
」
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「
ど
う
す
ん
の
コ
レ
!?
」

「
分
か
ん
な
い
わ
よ
!?
」

ド
ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
!!!

「「
キ
ャ
ア
ァ
ァ
ァ
!!!!
」」

　
そ
の
時
辺
り
が
光
に
包
ま
れ
、
私
達
の
意
識
は
そ
こ
で
途
切
れ
た
。

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
金
剛

「
そ
れ
で
ネ
〜
、
○
○
が
…
」

「
そ
う
な
ん
で
す
ね
〜
。
以
外
で
し
た
!
」

　
そ
の
時
ワ
タ
シ
た
ち
姉
妹
は
ブ
ッ
キ
ー
達
と
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｏ
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｅ
ａ
を
楽
し
ん
で
ま
し

タ　
準
備
の
時
に
比
叡
が
キ
ッ
チ
ン
に
立
つ
の
を
阻
止
し
た
り
、
途
中
で
ブ
ッ
キ
ー
を
誘
っ
た
り
…
…
…

い
つ
も
の
穏
や
か
な
ひ
と
時
が
流
れ
て
い
ま
シ
タ
…
…
…

　
デ
モ
…
…
…

ド
ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
!!!

「
え
!?
何
!?
」

「
い
…
一
体
何
が
…
…
…
?
」

「
と
…
と
に
か
く
、
急
い
で
行
っ
た
方
が
良
さ
そ
う
で
す
!
」
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「
霧
島
の
言
う
と
う
り
だ
ネ
ー
!
…
…
…
!?
ナ
ニ
!?
」

「
え
?
…
ど
う
し
た
ん
で
…
キ
ャ
ッ
!
」

「
ふ
…
吹
雪
ち
ゃ
ん
!?
…
キ
ャ
ア
!
」

「
榛
名
!
　
ウ
ッ
!
ク
ゥ
ゥ
ゥ
!!!
」

　
謎
の
光
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
時
ハ
崩
れ
去
っ
て
し
ま
い
ま
シ
タ
…
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Ｉ
ｎ
　
ｔ
ｏ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ

　　　
大
和
「
ウ
ッ
…
…
…
コ
コ
は
…
?
」

（
辺
り
を
見
渡
す
）

「
な
ん
な
の
…
…
…
コ
コ
は
…
…
」

　
そ
の
時
、
倒
れ
伏
し
て
い
る
金
剛
た
ち
を
見
つ
け
る
。

「
!!!
起
こ
さ
な
い
と
!
」

「
そ
れ
に
し
て
も
な
ん
で
み
ん
な
艤
装
を
つ
け
て
い
る
の
…
?
」

あ
あ
あ
あ
〜
〜
〜
〜
少
女
起
こ
し
中
〜
〜
〜
〜

　
??
「
ッ
…
…
わ
、
ワ
タ
シ
は
…
?
」

「
目
が
覚
め
た
の
ね
。
金
剛
…
」

　
金
剛
「
や
、
大
和
!?
な
ん
で
居
る
ノ
!?
」

「
な
ん
で
っ
て
言
わ
れ
て
も
…
私
だ
っ
て
気
付
い
た
時
に
は
こ
こ
に
居
た
の
…
…
…
」

「
…
…
…
ひ
と
ま
ず
こ
の
状
況
は
置
い
て
い
く
と
し
て
、
ま
ず
は
み
ん
な
を
起
こ
さ
な
い
と
ね
。」

「
ソ
ウ
ダ
ネ
ー
…
」
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あ
あ
あ
あ
〜
〜
〜
〜
少
女
起
こ
し
中
〜
〜
〜
〜

「
ッ
…
…
…
私
は
一
体
…
…
」

「
う
ぅ
…
一
体
何
な
ん
で
ち
…
」

「「「
…
…
…
イ
テ
テ
」」」

「
ハ
ワ
ワ
ワ
!
」「
ニ
ャ
シ
ィ
」「
ピ
ョ
ン
!
」

あ
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

「（
´
・
ω
・
）
＝
３
　
　
　
フ
ゥ
〜
…
…
…
ひ
と
ま
ず
全
員
起
こ
せ
た
み
た
い
」

「
ね
ぇ
、
も
し
か
し
な
く
て
も
こ
こ
っ
て
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
だ
よ
ね
?
」「
…
多
分
そ
う
」

「「
ん
?
」」

「
北
上
、
初
雪
。
何
話
し
て
る
の
?
」

「「
あ
っ
…
え
っ
と
ぉ
…
」」

「
提
督
、
話
し
ず
ら
い
ん
だ
け
ど
さ
…
多
分
こ
こ
っ
て
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
っ
て
い
う
異

次
元
だ
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。」

「
う
ん
…
そ
れ
で
こ
こ
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
Ｌ
ｖ
…
フ
ロ
ア
が
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
か
危
険
な

の
…
」

「
え
っ
…
…
…
!
っ
て
言
う
こ
と
は
コ
コ
も
!?
」

「
シ
ッ
!
静
か
に
!
…
…
…
今
な
に
か
聞
こ
え
た
…
」
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グ
ル
ル
ル
ゥ

「
!!
（
小
声
で
）
み
ん
な
!
よ
く
聞
い
て
!
今
近
く
に
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
…
化
け
物
が
居
る
み
た
い
。
鳴
き

声
か
ら
し
て
群
れ
で
襲
っ
て
く
る
や
つ
だ
か
ら
音
を
立
て
ず
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
移
動
し
て
!
」

「「「「「「「「「
分
か
っ
た
。
わ
。
よ
。
に
ゃ
し
い
。
な
の
で
す
。
ぴ
ょ
ん
。」」」」」」」」」

　
そ
う
し
て
一
行
は
移
動
を
始
め
た
が
、
そ
の
頃
鎮
守
府
で
は

　３
月
１
５
日
午
前
１
１
時
２
５
分
ア
ア
××
鎮
守
府

　
メ
ガ
ァ
、
メ
ガ
ァ
ー
ー
ー
ア
゛
ア
゛
ァ
ー
ー
ー
!!

　
オ
イ
、
テ
イ
ト
ク
タ
チ
ガ
キ
エ
タ
ゾ
!
　
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ル
ン
ダ
!
　

　
オ
ン
ド
ゥ
ル
ル
ラ
ギ
ッ
タ
ン
デ
ィ
ス
カ
!

　
ナ
ニ
イ
テ
ン
ダ
!

　
ナ
ズ
ェ
ミ
デ
ル
ン
デ
ィ
ス
!!

　
デ
デ
ド
ン
!

　
エ
ン
ダ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
イ
ヤ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

　
ア
ァ
、
ワ
タ
サ
ナ
イ
ト
イ
ケ
ナ
イ
シ
ョ
ル
イ
ガ
…

　
と
、
こ
の
よ
う
に
コ
ッ
チ
は
こ
っ
ち
で
か
な
り
大
変
（
カ
オ
ス
）
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
??
（
皆
…
一
体
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
…
…
…
）
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??
「
あ
ら
、
ヲ
級
。
浮
か
な
い
顔
し
て
る
わ
ね
。」

　
ヲ
級
「
空
母
棲
姫
様
…
急
に
消
え
て
し
ま
っ
た
彼
等
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
…
…
」

　
空
母
棲
姫
「
…
…
…
貴
方
も
な
の
ね
」

　
ヲ
級
「
私
も
…
…
…
?
」

　
空
母
棲
姫
「
何
で
も
な
い
わ
。」

　
ヲ
級
「
???
」

　　
空
母
棲
姫
（
彼
女
た
ち
が
消
え
た
と
な
る
と
か
な
り
マ
ズ
イ
わ
ね
…
…
タ
カ
派
の
ヤ
ツ
ら
の
動
き
に

歯
止
め
が
聞
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
…
…
…
!
こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
以
前
の
状
況
に
逆
戻
り
じ
ゃ

な
い
!
ど
こ
に
行
っ
た
の
よ
…
!
）

　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｏ
ｕ
ｔ

　　
艦
娘
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｉ
ｎ

ハ
ァ
ッ
、
ハ
ア
ッ
、
ハ
ア
ッ
、
ハ
ア
ッ
!

　
大
和
「
み
ん
な
無
事
!?
」

「
わ
、
私
は
大
丈
夫
!
」

「
わ
…
私
も
…
…
」（
；
´
д
｀
）
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「
や
…
休
ま
せ
て
…
…
…
」（
；
´
Д
｀
）

　
ハ
ァ
ッ
、
ハ
ア
ッ
、
ハ
ア
ッ
、
ハ
ア
ッ
…
…
フ
ゥ
…
!
フ
ゥ
…
!

　
北
上
「
…
と
り
あ
え
ず
撒
け
た
み
た
い
」

　
千
秋
「
…
…
点
呼
し
よ
う
?
」

　
長
門
「
確
か
に
そ
う
し
た
方
が
い
い
な
…
」

　
大
和
「
そ
れ
じ
ゃ
点
呼
と
る
わ
よ
!
」

あ
あ
あ
あ
〜
〜
〜
〜
少
女
点
呼
中
〜
〜
〜
〜

　
大
和
「
結
構
居
た
わ
ね
…
」

　
金
剛
「
鎮
守
府
に
い
た
艦
娘
は
み
ん
な
来
て
る
み
た
い
デ
ー
ス
」

　
千
秋
「
…
…
ヤ
バ
ッ
」

　
北
上
「
そ
れ
ち
ょ
っ
と
不
味
く
な
い
?
」

　
明
石
「
ち
ょ
っ
と
ど
こ
ろ
か
か
な
り
マ
ズ
イ
で
す
よ
!
」

　
夕
張
（
パ
チ
　
パ
チ
）
そ
ろ
ば
ん
使
用
中

　
陸
奥
「
こ
こ
か
ら
出
る
こ
と
っ
て
で
き
る
の
か
し
ら
…
?
」

　
あ
き
つ
丸
「
出
れ
な
く
て
コ
コ
で
一
生
を
終
え
る
の
は
嫌
で
あ
り
ま
す
よ
!
」

ざ
わ
・
・
・
ざ
わ
・
・
・
　
ざ
ゎ
・
・
ざ
ゎ
・
・
・
　
ざ
わ
…
ざ
わ
…

　
北
上
「
ア
ァ
も
う
!
み
ん
な
静
か
に
!
」
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初
雪
・
千
秋
以
外
（
ビ
ク
ッ
!
）

　
北
上
「
今
か
ら
私
と
初
雪
が
説
明
す
る
か
ら
!
し
っ
か
り
聞
い
て
!
」

　
初
雪
「
此
処
か
ら
は
私
の
出
番
…

　
恐
ら
く
だ
け
ど
コ
コ
は
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
っ
て
呼
ば
れ
て
る
場
所
…
そ
し
て
レ
ベ

ル
と
い
う
形
で
階
層
分
け
さ
れ
て
る
…
そ
し
て
レ
ベ
ル
の
数
は
ど
っ
ち
か
は
分
か
ら
な
い
け
ど
…
９

９
９
か
９
２
２
京
３
３
７
２
兆
３
６
８
億
５
４
７
７
万
５
８
０
７
の
ど
っ
ち
か
…
」

　
北
上
・
千
秋
「
ッ
…
!
や
っ
ぱ
り
い
つ
聞
い
て
も
多
い
…
」

　
そ
の
他
一
同
「
!?!?
」

　
初
雪
「
…
…
ま
あ
そ
う
な
る
よ
ね
…
そ
れ
で
、
コ
コ
が
レ
ベ
ル
０
『
ロ
ビ
ー
』
と
呼
ば
れ
て
る
場
所

…
こ
の
空
間
は
約
１
５
兆
㎡
を
超
え
る
広
さ
で
ず
っ
と
同
じ
風
景
が
続
い
て
る
…
…
」

　
そ
の
他
一
同
「
」

　
初
雪
「
そ
れ
で
、
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
っ
て
呼
ば
れ
て
る
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
内
の
生
物
何
だ
け
ど
、
こ

こ
に
は
２
種
類
居
て
、
ハ
ウ
ン
ド
と
フ
ェ
イ
ス
リ
ン
グ
っ
て
い
う
奴
が
い
る
の
…
で
、
ハ
ウ
ン
ド
は
四

つ
ん
這
い
の
人
間
み
た
い
な
見
た
目
で
、
犬
の
よ
う
な
動
き
で
襲
っ
て
く
る
…
で
も
目
を
合
わ
せ
続
け

て
威
嚇
す
れ
ば
一
瞬
怯
む
か
ら
、
そ
の
隙
に
逃
げ
る
の
が
一
番
。
で
も
出
来
る
な
ら
倒
し
て
も
い
い
…

で
も
噛
ま
れ
ち
ゃ
ダ
メ
、
奴
ら
の
唾
液
に
は
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
て
、
噛
ま
れ
た
時
に
感
染
す
る

…
そ
し
て
１
〜
３
分
以
内
に
切
り
落
と
す
か
若
し
く
は
殺
害
し
な
い
と
…
…
…
ハ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
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し
ま
う
の
…
そ
し
て
見
た
目
と
裏
腹
に
力
は
強
い
…

　
フ
ェ
イ
ス
リ
ン
グ
は
い
わ
ゆ
る
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
で
、
大
人
の
フ
ェ
イ
ス
リ
ン
グ
と
子
供
の
フ
ェ
イ
ス

リ
ン
グ
、
そ
し
て
突
然
変
異
種
が
い
る
の
…
大
人
の
フ
ェ
イ
ス
リ
ン
グ
は
煽
ら
な
け
れ
ば
友
好
的
だ
け

ど
、
子
供
の
フ
ェ
イ
ス
リ
ン
グ
は
敵
対
的
な
の
…
で
も
驚
か
し
て
き
た
り
す
る
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
…

あ
と
頭
を
撫
で
る
と
眠
る
か
ら
注
意
散
漫
に
な
る
。
あ
と
、
真
っ
黒
な
奴
は
気
を
付
け
て
。
と
て
も
敵

対
的
で
普
通
の
人
間
よ
り
も
強
い
か
ら
…
」

　
北
上
「
ま
あ
説
明
は
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
次
の
レ
ベ
ル
に
行
こ
う
か
。」

　
瑞
鶴
「
そ
れ
っ
て
ど
う
行
く
の
よ
。」

　
北
上
「
ど
っ
か
に
あ
る
階
段
を
下
り
る
か
穴
に
飛
び
込
む
と
行
け
る
よ
。」

　
陸
奥
「
あ
ら
、
以
外
に
簡
単
ね
。」

　
千
秋
「
あ
ー
、
で
も
…
延
べ
１
０
０
㎞
ぐ
ら
い
移
動
す
る
と
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｌ
ａ
　
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

に
飛
ば
さ
れ
る
っ
て
記
事
に
書
い
て
た
気
が
…
…
」

　
初
雪
・
北
上
「
合
っ
て
る
よ
そ
れ
で
」

　
千
秋
「
や
っ
ぱ
り
…
」
肩
を
落
と
す

　
そ
の
他
一
同「
???
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｌ
ａ
　
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
っ
て
何（
な
の
で
す
）（
っ
ぽ
い
）（
だ
）（
よ
）

?
」

　
初
雪
「
１
０
ｍ
四
方
の
部
屋
で
、
俗
に
言
う
安
置
何
だ
け
ど
も
…
」
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一
同
（
北
上
・
初
雪
・
千
秋
除
く
）「
何
だ
け
ど
も
?
」

　
初
雪
「
有
名
が
故
に
、
犯
罪
者
が
待
ち
伏
せ
て
た
り
有
毒
物
質
が
撒
き
散
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

り
す
る
の
…
…
」

　
一
同
（
北
上
・
初
雪
・
千
秋
除
く
）「
う
わ
っ
…
…
…
」

　
北
上
「
ま
あ
そ
う
言
う
こ
と
だ
し
、
探
索
。
し
よ
っ
か
?
」

　
一
同
「
も
ち
ろ
ん
!
」

　　
画
し
て
、
彼
ら
の
放
浪
記
は
始
ま
っ
た
。
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第
１
生
存
者

　　〜
〜
〜
前
回
の
あ
ら
す
じ
〜
〜
〜

　
Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
ｓ
に
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
大
和
達
。

　
し
か
し
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
が
近
づ
く
の
を
察
知
し
、
一
同
は
難
を
逃
れ
る
。

　
そ
し
て
他
の
生
存
者
達
と
接
触
す
る
為
、

　
次
の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
動
き
出
し
た
。

　
果
た
し
て
、
彼
ら
は
無
事
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
大
和

　　
ス
ッ
…
…
…
ス
ッ
…
…
…

「
初
雪
。
今
ど
れ
ぐ
ら
い
歩
い
た
か
分
か
る
?
」

「
ん
ー
…
…
大
体
１
０
０
０
０
歩
位
だ
か
ら
…
７
ｋ
ｍ
ぐ
ら
い
?
」

「
こ
こ
ま
で
１
度
も
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ
に
会
敵
し
な
い
っ
て
、
私
達
運
が
い
い
み
た
い
だ
ね
ぇ
。」
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「
あ
と
ど
れ
位
で
次
の
場
所
に
着
く
ん
で
し
ょ
う
…
」

「
こ
う
い
う
場
所
じ
ゃ
艦
載
機
使
え
な
い
か
ら
、
早
く
広
い
と
こ
出
た
い
ん
だ
け
ど
…
」

「（
ち
ょ
っ
と
皆
精
神
が
や
ら
れ
て
来
て
る
な
ぁ
…
）
…
…
…
!
皆
、
止
ま
っ
て
」

「
!!!
」
ピ
タ
ッ

　　
ズ
ザ
ッ
…
ズ
ザ
ッ
…
ズ
ザ
ッ
…
ズ
ザ
ッ
…

「
ね
ぇ
!
こ
れ
っ
て
!
」

「
…
イ
ヤ
、
ま
だ
断
定
で
き
な
い
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
か
も
知
れ
な
い
。」

「
息
を
潜
め
て
…
…
…
!
」

　
ズ
ザ
ッ
…
ズ
ザ
ッ
…
ズ
ザ
ッ
…
ズ
ザ
ッ
…

『
…
…
…
…
…
…
』

　??
「
ハ
ァ
…
何
な
ん
だ
よ
コ
コ
。
い
き
な
り
飛
ば
さ
れ
た
し
…
」

　「
…
…
…
ま
さ
か
ホ
ン
ト
に
生
存
者
だ
と
は
」

「
し
か
も
日
本
人
だ
よ
ね
?
多
分
」

「
雪
風
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
な
の
で
す
」
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「
え
へ
へ
／
／
／
」

??
「
ん
?
誰
か
い
る
の
か
?
」

「
あ
っ
!
向
こ
う
も
気
づ
い
た
み
た
い
で
す
!
」

「
ち
ょ
、
明
石
!
何
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
静
か
に
!
」

「
さ
す
が
に
大
丈
夫
だ
っ
て
。
ほ
ら
」（
指
差
し
）

『
あ
っ
…
』

　
??
「
あ
っ
、
ど
う
も
」

『
ど
…
ど
う
も
…
…
?
』

『
…
…
…
』

　
??
（
や
っ
べ
ぇ
何
話
せ
ば
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
か
全
員
美
人
!
で
も
ど
こ
か
で
見
た
希
ガ
ス
）

　
大
和
「
あ
…
あ
の
?
生
存
者
の
方
…
で
す
よ
ね
?
」

　
生
存
者
「
あ
…
あ
ぁ
、
は
い
。」

　
大
和
「
名
前
を
聞
い
て
ｍ
「
は
い
!
も
ち
ろ
ん
喜
ん
で
!
」」

『
シ
━
━
━
ッ
ｄ
（（
?
皿
?
　
；
）』

永
沢
　
豊

な
が
さ
わ
　
ゆ
た
か

「
す
、
す
み
ま
せ
ん
…
え
と
、
自
分
、

と
言
い
ま
す
。」

　　
大
和
「
豊
さ
ん
と
呼
ん
で
も
い
い
で
す
か
ね
?
」
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豊
「
そ
、
そ
ん
な
!
さ
ん
付
け
だ
な
ん
て
恐
れ
多
い
!
呼
び
捨
て
し
も
ら
っ
て
構
い
ま
せ
ん
よ
!
」

　
一
部
（（
睨
））

　
豊
「
ち
ょ
、
や
め
、
そ
ん
な
に
睨
ま
な
い
で
…
」

　
武
蔵
「
…
…
ン
〞
ッ
ン
〞
ン
」

　
赤
城
「
…
と
り
あ
え
ず
、
次
の
場
所
に
行
き
ま
し
ょ
う
。」

　
加
賀
「
赤
城
さ
ん
の
言
う
通
り
、
こ
こ
に
長
く
居
続
け
る
の
は
余
り
良
く
な
い
わ
。
次
に
進
み
ま

し
ょ
う
。」

　
北
上
「
何
や
か
ん
や
で
話
纏
ま
っ
た
み
た
い
だ
し
、
行
こ
っ
か
?
」

　　探
索
中

　　　
あ
れ
か
ら
１
５
㎞
程
歩
い
た
が
何
も
起
こ
ら
な
い
。

　
不
気
味
だ
。

「
何
で
こ
ん
な
に
も
静
か
な
の
…
?
」

「
不
気
味
ク
マ
（
だ
ニ
ャ
ー
）」
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「
ど
、
ど
っ
か
に
ダ
ク
ト
な
い
か
な
（
焦
）」

「
姉
さ
ん
…
…
…
」

「
ず
っ
と
同
じ
景
色
で
頭
お
か
し
く
な
り
そ
う
だ
よ
…
」

「
そ
う
で
す
わ
ね
…
」

「
う
ぅ
…
怖
い
よ
…
…
」

（
不
味
い
…
皆
か
な
り
精
神
に
来
て
る
…
…
…
）

「
…
…
あ
れ
?
あ
そ
こ
か
ら
景
色
が
違
う
!
」

　
北
上
「
!!
み
ん
な
!
そ
の
先
が
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
１
だ
か
ら
!
急
い
で
!
」

『
ハ
イ
!!!!
』

　
ズ
ッ
ズ
ッ
ズ
ッ
ズ
ッ
!

「
や
っ
た
!
着
い
た
!
」

　
初
雪
「
ま
だ
安
心
し
ち
ゃ
ダ
メ
…
」

　
豊
「
??
こ
こ
は
安
全
何
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」

　
初
雪
「
そ
ん
な
事
一
言
も
言
っ
て
な
い
…
」

『
!?!?
』

　
千
秋
「
は
ぁ
…
み
ん
な
初
雪
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
な
か
っ
た
っ
て
事
?
」

「
聞
い
て
た
け
ど
…
」「
安
全
だ
と
思
っ
て
た
…
」
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北
上
「
…
…
聞
い
て
な
か
っ
た
っ
て
こ
と
じ
ゃ
ん
。」

『
仰
る
通
り
で
す
、
ハ
イ
』

　
豊
「

?????
全
く
話
に
つ
い
て
い
け
な
い
ん
だ
が
?
」

　
千
秋
「
こ
っ
ち
の
話
な
の
で
知
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。」

　
豊
「
余
計
気
に
な
ｒ
「
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
…
ハ
イ
」

　
北
上
「
と
も
か
く
、
ま
だ
こ
こ
は
安
全
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
先
ず
は
前
哨
基
地
を
目
指
さ
な
い
と
。」

　
イ
ム
ヤ
「
…
で
、
そ
の
前
哨
基
地
っ
て
言
う
の
は
何
処
に
あ
る
の
?
」

　
北
上
「
そ
れ
は
分
か
ん
な
い
…
何
せ
コ
コ
は
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
０
よ
り
も
１
部
屋
１
部
屋
が
大
き
い
し
、

そ
れ
が
何
百
万
マ
イ
ル
と
続
い
て
る
か
ら
ね
ぇ
…
」

　
時
雨
「
…
…
…
つ
ま
り
、
歩
き
続
け
る
他
に
な
い
っ
て
こ
と
?
」

　
千
秋
「
ま
あ
分
か
り
や
す
く
言
う
と
そ
う
い
う
こ
と
」

　
天
龍
「
流
石
に
こ
れ
は
俺
で
も
嫌
だ
ぞ
…
…
…
」

　
木
曾
「
俺
も
天
龍
と
同
意
見
だ
。
さ
す
が
に
歩
き
続
け
る
の
は
堪
え
る
ぞ
…
」

　
秋
月
「
で
も
、
歩
か
な
い
と
会
え
る
も
の
も
会
え
ま
せ
ん
よ
?
」

　ガ
ヤ
ガ
ヤ
　
　
ガ
ヤ
ガ
ヤ
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???
「
…
…
…
」

　
吹
雪
「
…
…
…
?
何
か
い
る
…
?
」

　
陸
奥
「
ど
う
か
し
た
の
吹
雪
?
」

　
吹
雪
「
い
や
、
何
で
も
な
い
で
す
…
…
…
」

　
陸
奥
「
そ
う
?
そ
れ
な
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど
。」

　
吹
雪
（
さ
っ
き
の
は
一
体
…
…
…
?
気
の
せ
い
か
な
?
）

　　
???
「
ヴ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
…
…
…
」

　　
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
?
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
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